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みて！！ おおきくなったでしょ！！
【座光寺公民館　乳幼児学級たんぽぽ】
学級最終日、手形と足形をとった２・３歳の子ども
たち。かわいい手と足が紙に収まらないくらい大き
くなるその日までみんなで支えていく「こどもまん
なか社会」の実現に向け、取り組みます。

２０２３
（令和５年）



特集：令和５年度予算と主な取り組み ～若者が「住みたい」と思うまちづくり～ 特集

予算と主な取り組み

（※２）返済時に全額交付税措置され、実質的に市の負担がない臨時財政対策債を除きます。（※１）①財政調整基金、②減債基金、③公共施設等整備基金のことをいいます。

～若者が「住みたい」と思うまちづくり～
令和５年度は、「いいだ未来デザイン２０２８」中期計画の３年目に当たり、全計画期間１２年間

の折り返しの年でもあります。これまでの取り組みを振り返りつつ、未来デザインに掲げる「目指
すまちの姿」とそれを支える人口ビジョンの達成に向けて、特に若年層が『住みたい』と思うま
ちづくりに向け、令和５年度予算を編成しました。予算の概要と、主な取り組みをお伝えします。

◉問い合わせ／財政課　内線２１３１※詳細は市ウェブサイトをご覧ください。

目標値＝財政調整目的基金（※１）を
２７億円程度確保

目標値＝一般会計地方債の残高を
３００億円以内に抑制（※２）

災害復旧などの急な支出に備える貯金 公共事業の財源として市が借りる借金基 

金
市 

債

一般会計当初予算は、リニア駅周辺関連道路事業の本格化に伴う用地買収や物件補償、
川路地区を中心に展開していく脱炭素先行地域づくり事業、妊娠期から出産・子育て期までの
支援を行う出産・子育て応援交付金事業など、新たな事業を行うための予算を計上したこと
に伴い、過去最大の予算規模となりました。

予算規模は大きくなっていますが、国の補助金や市債を有効活用する
ことにより、財源を確保できる見込みです。また、財政の健全運営のため
に達成すべき目標として、基金残高と市債残高に関する目標値（令和１０
年度末）を設定しています（３ページ下参照）。必要な投資を行いつつ、目標
達成に向けて、安定的で健全な行財政運営に努めていきます。

昨年度に続いて今年度も過去最大規模の
予算となっているけど大丈夫なの？？

令和５年度

一般会計 市税を主な財源として暮らしやまちづくりに必要な
行政サービスを行うための会計

………４９０億６,０００万円（前年度比＋２.７％）
特別会計 特定の事業ごとに一般会計と区別して計上し、

歳入と歳出の経理を行う会計
………５０８億４,３６０万円（前年度比＋０.９％）

令和１０年度末の基金残高と市債残高に関する目標値

予算

市債残高の推移財政調整目的基金の推移
一般会計地方債特別会計地方債

R2（決算） R３（決算） R４（見込） R５（見込）（年度）

（億円）

３９億
６,８５９万円

６６億
１,１５５万円 ５９億

４,３８６万円 ５１億
４７９万円

R2（決算） R３（決算） R４（見込） R５（見込）

２１４億円 ２１１億円 ２２１億円 ２２７億円

３２７億円 ３０４億円

５４１億円 ５１５億円

２８７億円

５０８億円

２７８億円
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（年度）

（億円）

0

100

200

300

400

500

600

0
10
20
30
40
50
60
70

歳出
（支出）

歳入
（収入）

市税
１３３億１,５００万円
（２７.１％）

譲与税・交付金など
３９億６,２００万円
（８.１％）

地方交付税
１１８億６,０００万円
（２４.２％）

分担金および負担金
２億６,２００万円
（０.５％）

国庫支出金
７０億２,４００万円
（１４.3％）

県支出金
３１億７,５００万円
（６.５％）

繰入金
１３億５,４００万円
（２.８％）

諸収入
２３億７,５００万円
（４.８％）

市債
３９億４,０００万円
（８.０％）

その他
１７億９,３００万円（３.7％）

議会費
２億７,３００万円
（０.６％）

総務費
５９億１,５００万円
（１２.１％）

民生費
１６２億９,３００万円
（３３.２％）

衛生費
５４億６,５００万円
（１１.１％）

労働費
１億９,７００万円（０.４％）

農林水産業費
１４億２,６００万円
（２.９％）

商工費
２６億１,６００万円
（５.３％）

土木費
５１億７,６００万円
（１０.６％）

消防費
１３億８,５００万円
（２.８％）

公債費
５０億１,７００万円
（１０.２％）

その他
５億１,１００万円
（１.1％）

教育費
４７億８,６００万円
（９.7％）

一般会計の内訳
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特集：令和５年度予算と主な取り組み ～若者が「住みたい」と思うまちづくり～

移住に向けた情報発信と相談体制の充実
女性が活躍する 「場の創出」 とセミナーの開催
“仕事” と “暮らし” のお試し体験事業 「結いターンシップ事業」 の実施
地元企業への就職支援と就活生への情報発信の強化

令和５年度 重点的に取り 組む事業

01.若年層が 「住みたい」 と思うまちづくり

大学の機能を活かした学びの推進と 「大学のあるまちづくり」 に
向けた取り組み
大学連携コーディネーターの配置
「信州大学ランドスケープ・プランニング共同研究講座」 の
運営支援

02.大学のあるまちづくりの推進

脱炭素先行地域づくり事業の展開
地域循環型農業の推進　
住宅・事業所などへの市産材の活用支援

03.持続可能で足腰の強い地域づくり

「こどもまんなか社会」 に向けた取り組みの強化
読書の推進と読解力の向上に向けた取り組み
学校に通えない子どもたちの居場所づくりや
自立支援に向けた民間施設との連携強化

04.子育て環境・教育環境の充実

健康ポイントによるフレイル予防の推進　　　　　
社会福祉施設の感染症対策支援
地域包括支援センターによる相談体制の強化
生活支援サービス提供団体などへの支援

05.健康づくりの推進と地域福祉の充実

節目を迎えるりんご並木７０周年・動物園７０周年・
いいだ人形劇フェスタ２５周年・オーケストラと友に音楽祭１５周年
などの記念事業の開催
りんご並木への車両進入を制限する社会実験の実施

06.賑わいのあるまちづくり

災害リスクを正しく認識するための研修会の実施や、
避難の実効性を高めるための個別避難計画の策定支援
通学路の安全確保 （道路整備など）
避難施設における快適な生活環境の確保に向けた取り組み
の強化

07.安全・安心なまちづくりの推進

駅前広場整備、運営主体の形成に向けた検討
二次交通を踏まえた新たなモビリティの実証実験
「道の駅遠山郷」 の再整備に向けた温泉掘削の着手
企業誘致の推進　

08.リニア・三遠南信時代を支える基盤整備

デジタル化による市民サービスの向上
地域ＤＸを進めるための人材育成とオープンデータの整備
製造現場における課題解決と改善のためのＤＸ・ＩＴ化支援

09.デジタル化による市民サービスの向上と
地域ＤＸの推進

１,９６５万円
３３９万円
１２９万円
１２０万円

１,３７５万円

５２７万円
１,０００万円

３億５,５８０万円
２５９万円
８７２万円

２億２,７０１万円
６,８１３万円
４,８６１万円

３４１万円
７,２１０万円

１億７,２５５万円
３００万円

４,１１０万円

９３１万円

１,８２５万円

３億９８５万円
２億３,９７３万円

１３億７,２９７万円
２,２６３万円
８,５７７万円
２,５６５万円

１,４６８万円
７０４万円
１３０万円

地域マイクログリッドの主要電源として
活用が予定されるメガソーラーいいだ

「出産子育て応援給付金」 の給付など、「こどもまんなか社会」 に
向けた取り組み

高校生と大学生がフィールドスタディで
一緒に学ぶ

移住者を紹介するリーフレット

フレイル予防のための健康体操教室

りんご並木の歩行者天国

ダンボールジオラマを活用した体験学習

新たなモビリティ導入時のイメージ

飯田市公式
ＬＩＮＥの画面

出産の希望を
かなえる

子育ての希望を
かなえる

新たな相談窓口
設置

孤立を防ぐ

未来デザインに掲げる 「目指すまちの姿」 の実現に向けて
重点的に取り組む事業を紹介します。
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いいだ人形劇フェスタ２５周年・オーケストラと友に音楽祭１５周年
などの記念事業の開催
りんご並木への車両進入を制限する社会実験の実施

06.賑わいのあるまちづくり

災害リスクを正しく認識するための研修会の実施や、
避難の実効性を高めるための個別避難計画の策定支援
通学路の安全確保 （道路整備など）
避難施設における快適な生活環境の確保に向けた取り組み
の強化

07.安全・安心なまちづくりの推進

駅前広場整備、運営主体の形成に向けた検討
二次交通を踏まえた新たなモビリティの実証実験
「道の駅遠山郷」 の再整備に向けた温泉掘削の着手
企業誘致の推進　

08.リニア・三遠南信時代を支える基盤整備

デジタル化による市民サービスの向上
地域ＤＸを進めるための人材育成とオープンデータの整備
製造現場における課題解決と改善のためのＤＸ・ＩＴ化支援

09.デジタル化による市民サービスの向上と
地域ＤＸの推進

１,９６５万円
３３９万円
１２９万円
１２０万円

１,３７５万円

５２７万円
１,０００万円

３億５,５８０万円
２５９万円
８７２万円

２億２,７０１万円
６,８１３万円
４,８６１万円

３４１万円
７,２１０万円

１億７,２５５万円
３００万円

４,１１０万円

９３１万円

１,８２５万円

３億９８５万円
２億３,９７３万円

１３億７,２９７万円
２,２６３万円
８,５７７万円
２,５６５万円

１,４６８万円
７０４万円
１３０万円

地域マイクログリッドの主要電源として
活用が予定されるメガソーラーいいだ

「出産子育て応援給付金」 の給付など、「こどもまんなか社会」 に
向けた取り組み

高校生と大学生がフィールドスタディで
一緒に学ぶ

移住者を紹介するリーフレット

フレイル予防のための健康体操教室

りんご並木の歩行者天国

ダンボールジオラマを活用した体験学習

新たなモビリティ導入時のイメージ

飯田市公式
ＬＩＮＥの画面

出産の希望を
かなえる

子育ての希望を
かなえる

新たな相談窓口
設置

孤立を防ぐ

未来デザインに掲げる 「目指すまちの姿」 の実現に向けて
重点的に取り組む事業を紹介します。
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松本大学　白戸洋教授の基調講演

南アルプスを背に歩いた天龍峡パーキングエリア 委嘱状を持つおぐねぇーさん交通少年団の活動を支えた団員ら 小林栄次代表取締役と協定書に調印

車いすのスポークに装着した「Me’s」と津田塾大学の学生

福寿草、燕子花（かきつばた）、紅梅の３色

６つの分科会に分かれて意見交換

市では、健康づくりやストレス解消の第一歩とし
て、定期的なウオーキングを習慣にしてもらおうと
「月いちウオーキング」を開催しています。２月２６
日は天龍峡を巡り、心と体をリフレッシュしました。
　

ヘアメイクアーティストでタレントの小椋ケンイチ
（おぐねぇー）さんを大使に任命し、３月２日に委嘱
状を交付しました。「リニアの開通に向け、今後も
アピールしていきたい。」と意気込みを語りました。

交通安全を呼び掛ける活動を行ってきた小学校
６年生9名の退団式が２月２６日にムトスぷらざで
行われました。退団する６年生からの送る言葉に、
５年生は今後も活動を引き継ぐことを誓いました。
　

信州ガス株式会社と市は「飯田市地域見守り活
動に関する協定」を締結しました。この協定により、
業務を通じて気付いた地域の方の異変を、いち早く
市へ報告いただくことで必要な支援につなげます。

「今こそみんなで考えよう～愉しく
生きがいを感じる地域を目指して～」
をテーマに２月１９日、市内の公民館
活動の成果を確認する公民館大会を
飯田文化会館で開催しました。
全体会では、松本大学の白戸教授

が、「公民館で地域がよみがえる　地
域づくりと公民館」と題して講演をし
ました。分科会では、分野ごとに分か
れて意見交換をし、事例をもとに、今
後の地域づくりを考えました。

津田塾大学、Japanブランド飯田水
引プロジェクトと飯田市が共同開発し
た、飯田水引の車いすスポークアクセ
サリー「Me’s」のオンライン販売を３月
３日から開始しました。水引の「水」と、
英語で自分を表す「Ｍｅ」に所有格語尾
の意味を持つ「’ｓ」をつけ、「私のも
の」という２つの意味を掛け合わせて
名付けられました。水引アクセサリーで
自分らしく彩ってほしいという願いが
込められています。

たの

今こそみんなで考えよう
第60回　飯田市公民館大会水引スポークアクセサリー

月いちウオーキング

「Me’s（ミーズ）」が完成

快晴の下、歩く。
小椋ケンイチさん
産業親善大使に任命

飯田交通少年団退団式
これからも交通安全を

地域見守り活動
地域をともに守る
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～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

市
長

佐
藤 

健

毎月市民の皆さんに、

以上の項目から選んで語っていただき、次の方にバトンタッチする「リレートーク」
です。 次はあなたの番かも…

1 私の健康法　2 感動したこと　3 今がんばっていること　4 まちづくりへの提言

誰
も
が
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
を
お
び
や
か
す
も
の
と
し

て
、
ま
ず
は
「
病
気
」
が
あ
り
、

も
う
一
つ
重
大
な
問
題
と
し
て

「
事
故
」
が
あ
り
ま
す
。

0
歳
か
ら
14
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
死
亡
原
因
の
う
ち
、「
不
慮

の
事
故
」
に
よ
る
も
の
が
毎
年

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
死
亡

に
ま
で
至
ら
な
い
と
し
て
も
、

日
常
生
活
の
中
で
事
故
は
数
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
の
事
故
の
3
割
は
家
庭

内
で
起
き
て
い
ま
す
。

事
故
の
予
防
と
し
て
、「
子
ど

も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
」
と

は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
常
に

子
ど
も
の
行
動
か
ら
目
を
離
さ

な
い
で
い
る
こ
と
は
実
際
に
は

至
難
の
業
で
す
。
子
ど
も
の
事

故
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
伴
っ

て
月
齢
や
年
齢
ご
と
に
起
こ
り

や
す
い
事
故
の
種
類
が
か
わ
っ

て
き
ま
す
。
事
故
が
起
き
て
し

ま
っ
た
と
き
に
、「
ま
さ
か
そ
ん

な
こ
と
を
す
る
な
ん
て
」
と
思

う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、「
想

定
外
」
に
備
え
る
こ
と
で
「
想

定
内
」
に
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
子
ど
も
の
行
動
を
あ

ら
か
じ
め
予
測
し
な
が
ら
、
事

故
予
防
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

例
え
ば
、
乳
幼
児
期
で
気
を

付
け
た
い
の
は
、
た
ば
こ
（
最

近
は
加
熱
式
た
ば
こ
が
増
加
）

や
家
族
の
薬
、
ボ
タ
ン
電
池
な

ど
の
「
誤
飲
」、
豆
類
な
ど
に
よ

る
「
窒
息
」、さ
ら
に
「
や
け
ど
」、

「
転
倒
・
転
落
」、「
溺
水
」
な
ど

で
す
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
子

ど
も
が
口
に
入
れ
そ
う
な
物
、

ポ
ッ
ト
や
炊
飯
器
な
ど
は
子
ど

も
の
手
が
届
か
な
い
場
所
に
置

く
、
お
風
呂
に
は
子
ど
も
が
一

人
で
入
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
、
窓
際
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
よ

じ
登
れ
そ
う
な
台
を
置
か
な
い

な
ど
の
対
策
が
有
効
で
す
。
子

ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
、
家
の

中
の
家
具
や
家
電
の
置
き
場
所
、

危
険
な
場
所
や
物
な
ど
を
も
う

一
度
見
直
し
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
（
母
子
手
帳
な
ど
も
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
）。

はぎもと ろくろう

萩 元 緑 朗医師

小児科

子
ど
も
の
事
故
に
つ
い
て津田塾大学が飯田市と連携する「飯田

プロジェクト」では、飯田の人形劇や水引
の新しい価値を発信する活動を行ってい
ます。その活動の一つとして、このたび飯
田市、Japanブランド飯田水引プロジェク
ト津田塾大学担当の有限会社関島水引
店と共同開発した車いす水引スポークア
クセサリー「Me’s（ミーズ）」の販売を開始
しました。
Me’s開発を通して、発想を実際の商品

にするにはさまざまな試行錯誤が必要だ
と実感しました。特に車いすの機能性を維
持しながら飾るために、安全性や耐久性
は何度も見直し、納得いくまで議論しまし
た。水引には「人と人を結ぶ力がある」と
いわれていますが、私自身もその力に助け
られ、多くの方にアドバイスをいただきま
した。
Me’sの持つ力が、車いすを使う人々の
生活に、自分らしい彩りや新たな人とのつ
ながりをもたらすことを期待します。今後
は、より多くの人にMe’sを知っていただく
べく、広報活動に力を入れていきます。ま
た、さまざまな種類の車いすにも広く対応
できるようMe’sを更に発展させたいです。

市の記者会見で発表

先月の
西岡健一 さん（座光寺）
からのリレー

さ
か
の

け
ん
た

昨年４月に第一子が誕生し、もうすぐ１歳
になる娘がいます。日々成長する娘の姿を写
真に残し、妻と2人で振り返りながら感動して
おります。
娘がこれまで成長できたのは、家族をはじ

め、周囲の方々のサポート、国や市の支援な
どによるものであり、大変感謝しております。
特に妻にはいつも驚かされており、娘の育児
をしながら合間を縫って洗濯や掃除を行い、
またご飯を作って私の帰りを待ってくれます。
私もほんの一部ですが、子どもと遊んだり、

お風呂に入れたりするなど、育児に取り組ん
でいます。妻の職場復帰前には育児休業取
得予定であるため、育児を行いつつ、家族で
過ごす日々 を楽しみたいと思います。

感
動
し
た
こ
と

坂
野
建
太
さ
ん
（
松
尾
）

大好きなバレエ
私の将来の夢はプリマバレリーナになることです。３才からバレ

エを習っています。バレエ音楽、ふりつけの練習、ふだんのレッス
ン、バレエのすべてが大好きです。バレエは言葉がないので、体
全体で物語を表現します。そういう所も大好きです。
発表会ではとてもきんちょうしますが、お客さんがたくさんいる

とうれしくなり、笑顔が止まらなくなってしまいます。バレエで有名
なロシアに戦争が終わったら行きたいです。
プリマバレリーナになれるようにがんばります。

横
前
絢
葉
さ
ん

（
上
村
小
学
校
６
年
）

よ
こ
ま
え

あ
や
は

先
日
、共
同
通
信
社
か
ら

「
都
道
府
県
版
ジ
ェン
ダ
ー・

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」が
発
表
さ

れ
、長
野
県
は
全
体
の
真
ん

中
あ
た
り
の
順
位
で
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、社
会

的
・
文
化
的
に
作
ら
れ
る
性

別
を
指
す
と
さ
れ
ま
す
。「
男

ら
し
く
、女
ら
し
く
」「
男
だ

か
ら
、女
だ
か
ら
」と
い
う
あ

れ
で
す
ね
。

性
別
に
関
係
な
く
誰
も
が

自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
状

況
を「
ジ
ェン
ダ
ー
平
等
」と

い
い
ま
す
が
、日
本
の
ジ
ェン

ダ
ー
平
等
は
、世
界
の
中
で

も
相
当
に
遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
日
本
の
中
で

も「
地
方
」で
は
遅
れ
が
大
き

く
、そ
れ
を
嫌
って「
都
会
」に

女
性
が
吸
い
寄
せ
ら
れ
て
い

る
、と
看
破
し
た
の
は
、今
年

１
月
に
飯
伊
市
町
村
議
員

研
修
会
の
講
師
に
招
か
れ
た

中
貝
宗
治
さ
ん（
前
豊
岡
市

長
）で
す
。私
も
大
い
に
共
感

し
ま
す
。

２
０
２
０
年
国
勢
調
査
の

結
果
を
分
析
す
る
と
、飯
田

市
で
は
、若
年
層
の
、特
に
女

性
の「
回
帰
定
着
率
」が
一
貫

し
て
低
い
こ
と
が
読
み
取
れ

ま
し
た
。２
０
２
２
年
の
飯
田

市
の
社
会
減
の
数
字
は
、長

野
市
に
次
ぐ
３
３
７
人
。決
し

て
数
字
だ
け
を
追
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、若
者
や
女

性
が
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る

地
域
に
な
っ
て
こ
そ
、「
日
本

一
住
み
た
い
ま
ち
」に
近
づ
く

と
い
う
も
の
で
す
。

自
分
の
家
族
（
パ
ー
ト

ナ
ー
、お
子
さ
ん
、お
孫
さ

ん
）が
、男
だ
か
ら
女
だ
か
ら

と
い
う
理
由
で
役
割
や
価
値

観
を
押
し
付
け
ら
れ
、窮
屈

な
思
い
を
し
て
い
る
と
し
た

ら…

と
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、身
の
回
り
か
ら
少
し
ず
つ

変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う（
表
題

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

自
分
の
食
器
は
自
分
で
洗
う

Me’sで拓く
水引の「結ぶ」力

伊藤 由美子さん
津田塾大学総合政策学部３年

（愛知県半田市出身）
とうい ゆ　　み　　こ
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～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

市
長

佐
藤 

健

毎月市民の皆さんに、

以上の項目から選んで語っていただき、次の方にバトンタッチする「リレートーク」
です。 次はあなたの番かも…

1 私の健康法　2 感動したこと　3 今がんばっていること　4 まちづくりへの提言

誰
も
が
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
を
お
び
や
か
す
も
の
と
し

て
、
ま
ず
は
「
病
気
」
が
あ
り
、

も
う
一
つ
重
大
な
問
題
と
し
て

「
事
故
」
が
あ
り
ま
す
。

0
歳
か
ら
14
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
死
亡
原
因
の
う
ち
、「
不
慮

の
事
故
」
に
よ
る
も
の
が
毎
年

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
死
亡

に
ま
で
至
ら
な
い
と
し
て
も
、

日
常
生
活
の
中
で
事
故
は
数
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
の
事
故
の
3
割
は
家
庭

内
で
起
き
て
い
ま
す
。

事
故
の
予
防
と
し
て
、「
子
ど

も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
」
と

は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
常
に

子
ど
も
の
行
動
か
ら
目
を
離
さ

な
い
で
い
る
こ
と
は
実
際
に
は

至
難
の
業
で
す
。
子
ど
も
の
事

故
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
伴
っ

て
月
齢
や
年
齢
ご
と
に
起
こ
り

や
す
い
事
故
の
種
類
が
か
わ
っ

て
き
ま
す
。
事
故
が
起
き
て
し

ま
っ
た
と
き
に
、「
ま
さ
か
そ
ん

な
こ
と
を
す
る
な
ん
て
」
と
思

う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、「
想

定
外
」
に
備
え
る
こ
と
で
「
想

定
内
」
に
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
子
ど
も
の
行
動
を
あ

ら
か
じ
め
予
測
し
な
が
ら
、
事

故
予
防
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

例
え
ば
、
乳
幼
児
期
で
気
を

付
け
た
い
の
は
、
た
ば
こ
（
最

近
は
加
熱
式
た
ば
こ
が
増
加
）

や
家
族
の
薬
、
ボ
タ
ン
電
池
な

ど
の
「
誤
飲
」、
豆
類
な
ど
に
よ

る
「
窒
息
」、さ
ら
に
「
や
け
ど
」、

「
転
倒
・
転
落
」、「
溺
水
」
な
ど

で
す
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
子

ど
も
が
口
に
入
れ
そ
う
な
物
、

ポ
ッ
ト
や
炊
飯
器
な
ど
は
子
ど

も
の
手
が
届
か
な
い
場
所
に
置

く
、
お
風
呂
に
は
子
ど
も
が
一

人
で
入
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
、
窓
際
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
よ

じ
登
れ
そ
う
な
台
を
置
か
な
い

な
ど
の
対
策
が
有
効
で
す
。
子

ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
、
家
の

中
の
家
具
や
家
電
の
置
き
場
所
、

危
険
な
場
所
や
物
な
ど
を
も
う

一
度
見
直
し
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
（
母
子
手
帳
な
ど
も
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
）。

はぎもと ろくろう

萩 元 緑 朗医師

小児科

子
ど
も
の
事
故
に
つ
い
て津田塾大学が飯田市と連携する「飯田

プロジェクト」では、飯田の人形劇や水引
の新しい価値を発信する活動を行ってい
ます。その活動の一つとして、このたび飯
田市、Japanブランド飯田水引プロジェク
ト津田塾大学担当の有限会社関島水引
店と共同開発した車いす水引スポークア
クセサリー「Me’s（ミーズ）」の販売を開始
しました。
Me’s開発を通して、発想を実際の商品

にするにはさまざまな試行錯誤が必要だ
と実感しました。特に車いすの機能性を維
持しながら飾るために、安全性や耐久性
は何度も見直し、納得いくまで議論しまし
た。水引には「人と人を結ぶ力がある」と
いわれていますが、私自身もその力に助け
られ、多くの方にアドバイスをいただきま
した。
Me’sの持つ力が、車いすを使う人々の
生活に、自分らしい彩りや新たな人とのつ
ながりをもたらすことを期待します。今後
は、より多くの人にMe’sを知っていただく
べく、広報活動に力を入れていきます。ま
た、さまざまな種類の車いすにも広く対応
できるようMe’sを更に発展させたいです。

市の記者会見で発表

先月の
西岡健一 さん（座光寺）
からのリレー

さ
か
の

け
ん
た

昨年４月に第一子が誕生し、もうすぐ１歳
になる娘がいます。日々成長する娘の姿を写
真に残し、妻と2人で振り返りながら感動して
おります。
娘がこれまで成長できたのは、家族をはじ

め、周囲の方々のサポート、国や市の支援な
どによるものであり、大変感謝しております。
特に妻にはいつも驚かされており、娘の育児
をしながら合間を縫って洗濯や掃除を行い、
またご飯を作って私の帰りを待ってくれます。
私もほんの一部ですが、子どもと遊んだり、

お風呂に入れたりするなど、育児に取り組ん
でいます。妻の職場復帰前には育児休業取
得予定であるため、育児を行いつつ、家族で
過ごす日々 を楽しみたいと思います。

感
動
し
た
こ
と

坂
野
建
太
さ
ん
（
松
尾
）

大好きなバレエ
私の将来の夢はプリマバレリーナになることです。３才からバレ

エを習っています。バレエ音楽、ふりつけの練習、ふだんのレッス
ン、バレエのすべてが大好きです。バレエは言葉がないので、体
全体で物語を表現します。そういう所も大好きです。
発表会ではとてもきんちょうしますが、お客さんがたくさんいる

とうれしくなり、笑顔が止まらなくなってしまいます。バレエで有名
なロシアに戦争が終わったら行きたいです。
プリマバレリーナになれるようにがんばります。

横
前
絢
葉
さ
ん

（
上
村
小
学
校
６
年
）

よ
こ
ま
え

あ
や
は

先
日
、共
同
通
信
社
か
ら

「
都
道
府
県
版
ジ
ェン
ダ
ー・

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」が
発
表
さ

れ
、長
野
県
は
全
体
の
真
ん

中
あ
た
り
の
順
位
で
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、社
会

的
・
文
化
的
に
作
ら
れ
る
性

別
を
指
す
と
さ
れ
ま
す
。「
男

ら
し
く
、女
ら
し
く
」「
男
だ

か
ら
、女
だ
か
ら
」と
い
う
あ

れ
で
す
ね
。

性
別
に
関
係
な
く
誰
も
が

自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
状

況
を「
ジ
ェン
ダ
ー
平
等
」と

い
い
ま
す
が
、日
本
の
ジ
ェン

ダ
ー
平
等
は
、世
界
の
中
で

も
相
当
に
遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
日
本
の
中
で

も「
地
方
」で
は
遅
れ
が
大
き

く
、そ
れ
を
嫌
って「
都
会
」に

女
性
が
吸
い
寄
せ
ら
れ
て
い

る
、と
看
破
し
た
の
は
、今
年

１
月
に
飯
伊
市
町
村
議
員

研
修
会
の
講
師
に
招
か
れ
た

中
貝
宗
治
さ
ん（
前
豊
岡
市

長
）で
す
。私
も
大
い
に
共
感

し
ま
す
。

２
０
２
０
年
国
勢
調
査
の

結
果
を
分
析
す
る
と
、飯
田

市
で
は
、若
年
層
の
、特
に
女

性
の「
回
帰
定
着
率
」が
一
貫

し
て
低
い
こ
と
が
読
み
取
れ

ま
し
た
。２
０
２
２
年
の
飯
田

市
の
社
会
減
の
数
字
は
、長

野
市
に
次
ぐ
３
３
７
人
。決
し

て
数
字
だ
け
を
追
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、若
者
や
女

性
が
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る

地
域
に
な
っ
て
こ
そ
、「
日
本

一
住
み
た
い
ま
ち
」に
近
づ
く

と
い
う
も
の
で
す
。

自
分
の
家
族
（
パ
ー
ト

ナ
ー
、お
子
さ
ん
、お
孫
さ

ん
）が
、男
だ
か
ら
女
だ
か
ら

と
い
う
理
由
で
役
割
や
価
値

観
を
押
し
付
け
ら
れ
、窮
屈

な
思
い
を
し
て
い
る
と
し
た

ら…

と
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、身
の
回
り
か
ら
少
し
ず
つ

変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う（
表
題

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

自
分
の
食
器
は
自
分
で
洗
う

Me’sで拓く
水引の「結ぶ」力

伊藤 由美子さん
津田塾大学総合政策学部３年

（愛知県半田市出身）
とうい ゆ　　み　　こ
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